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ヘッドホン　はずして聴こえる　街の音

６ 月 末 現 在 の 交 通 事 故 発 生 状 況

（平成３０年６月末）

発 生 件 数 8,305 －349

死   者   数 91(90) +18(+17)

－678

◆ 死者数の多い都道府県

順　位 区　分 死者数

 ※　死者数欄の（　 ）内は発生件数を示す。

負 傷 者 数 10,020

前年比

◆ 県内の交通事故発生状況

区　　　分 総　　数 前  年  比

２ 千 葉 ９１ ＋１８

１ 愛　知 ９５ ＋　３

＋　４

３ 埼　玉 ８９ ＋　７

４ 神奈川 ７１

７ 福　岡

６８ －　４

－　９

６ 大　阪 ６７ ＋　２

５ 兵　庫

茨　城 ６１

　○全国の死者数　1,603人

　　　（前年比　－72人、－4．3％）

６１

９

９ 東　京

６５ ＋　３

６２ ＋　４

－　５

８ 北海道

ゼブラ･ストップの徹底を!ゼブラ･ストップの徹底を!
横断する歩行者がいたら・・・必ずストップ横断する歩行者がいたら・・・必ずストップ

一杯で　消える未来と　消せぬ罪

　７月１９日、成田山参道商店街において、警察・関係団体と協力し、飲食店へチラシや啓発物資を

配布して、飲酒運転追放への協力を呼び掛けた。

【成田地域交通安全活動推進委員の活動報告】

◆　死亡事故の特徴

１　事故類型別発生状況

○　　事故類型別では、車両対歩行者が26件（28.9%）、車両

相互が49件（54.4%）、車両単独が13件（14.4%）、踏切が2

件（2.2%）となっている。

　　　(車両相互には、自転車関連事故21件が含まれる。）

２　昼夜間別発生状況

○　　昼夜別では、昼間が49件（54.4%）、夜間が41件（45.6%）

で、昼間の発生が多い。

○　　昼間の類型別では、車両相互が34件（69.4%）､車両対

歩行者が9件(18.4%)、車両単独が6件（12.2%）となってお

り、夜間の類型別では、車両対歩行者が17件(41.5%)車

両相互が15件（36.6%）、車両単独が7件（17.1%）、踏切が

2件(4.9%)となっている。

３　年齢層別死者数

○　　高齢者が52人(57.1%)と最も多く、次いで若者及び50歳

代がそれぞれ8人(8.8%)、40歳代が7人(7.7%)、25歳～29

歳、30歳代及び60歳～64歳がそれぞれ5人(5.5%)、子供

が1人（1.1%)となっている。

４　状態別死者数

○　　歩行中死者が28人（30.8%）と最も多く、次いで自転車乗

車者中死者が22人（24.2%）、四輪乗車中死者が21人

（23.１%）、二輪乗車中死者が20人（22.0%）となっている。

　　　 なお、歩行中死者のうち高齢者は21人(75.0%）である。

○　　四輪乗車中死者のうち、シートベルト非着用者は13人で

ある。

５　法令違反別発生状況

○　　安全不確認が28件(31.1%)と最も多く、次いで前方不注

意が27件(30.0%）、次いで運転操作不適が13件(14.4%)、

動静不注視が8件(8.9%)、信号無視が7件(7.8%)、通行区

分、歩行者妨害及び一時不停止がそれぞれ2件(2.2%)、

その他1件(1.1%)となっている。

６　時間別死亡事故発生状況

「 前　  方」　前 方をよく見て運転、横断歩道に十分注意
「 ブ レーキ」   横断歩道の手前では、「 ブ レーキ」操作で安全確認
「 ラ  イ  ト」　横断歩道でも３（サン）・「 ラ イト」で交通事故防止

推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば 平成３０年８月 （4）平成３０年８月（1）
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ぶつかるよ　ながら運転　じこのもと

◆シートベルト全席着用キャンペーン ◆交通安全教室の開催

　６月２７日、道の駅「とみうら」前交差

点において、警察・関係団体と協力し、通

行車両にチラシや啓発物資を配布して、シ

ートベルトの全席着用を呼び掛けた。

　６月４日、木更津市立岩根小学校付近の

実際の信号交差点において、警察・関係団

体と協力し、同校児童に信号機の正しい見

方と道路の渡り方を指導した。

木
更
津

館
　
山

平成30年度　地域交通安全活動推進委員研修会日程

千葉運転免許センター
（二輪棟第一学科試験室）

千葉市美浜区浜田２－１
TEL　04３-２７１-８４８１

茂原市役所（１階 市民室）

茂原市道表１番地
TEL　04７５-２０-１５２０

流山運転免許センター
（短期講習室）

流山市前ヶ崎２１７
TEL　04７１-４１-０８０８

千葉運転免許センター
（二輪棟第一学科試験室）

千葉市美浜区浜田２－１
TEL　04３-２７１-８４８１

木更津市民会館（中ホール）

木更津市貝渕2-１３－４０
TEL　04３８-２２-４１８４

平岡自然の家(研修室）

印西市平岡１５５４
TEL　04７６-４２-１００８

匝瑳市民ふれあいセンター
（２階 会議室）

匝瑳市八日市場ハ７９３－３５
TEL　04７９－７３-０７５３
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１０月２日(火)

１４：００～１６：００
茂原・いすみ・勝浦・市原

1

鎌ヶ谷・松戸・松戸東
野田・柏・流山・我孫子

１０月１６日(火)

１４：００～１６：００

日　　　時

7

１１月１日(木)

１４：００～１６：００

佐倉・四街道・成田
空港・印西・香取

１１月６日(火)

１４：００～１６：００
銚子・旭・匝瑳・山武・東金

会　　　　　　場 対　　象　　者

９月１２日(水)

１４：３０～１６：３０

千葉中央・千葉東・千葉西
千葉南・千葉北

6

１０月２４日(水)

１４：３０～１６：３０

船橋・習志野・八千代
船橋東･市川･行徳・浦安

１０月２５日(木)

１４：００～１６：００

木更津・君津・富津
館山・鴨川

4

5

◆シートベルト全席着用キャンペーン ◆交通相談活動（ガードレールの設置）

いのちより　スマホの方が　大事なの？

　６月８日、芝山団地入口交差点において、

警察・関係団体と協力し、通行車両にチラ

シや啓発物資を配布して、シートベルトの

全席着用を呼び掛けた。

　緑区大和田付近交差点に、常時大型車両

が駐車して危険であるとの住民からの相談

を受け、関係機関に働き掛けたところ、ガ

ードレールの設置がなされた。

◆シートベルト全席着用キャンペーン ◆自転車安全利用キャンペーン

　６月７日、西友新浜店付近において、警

察・関係団体と協力し、通行車両にチラシ

や啓発物資を配布して、シートベルトの全

席着用を呼び掛けた。

　６月２２日、市川市大洲防災公園におい

て、警察・関係団体と協力し、自転車利用

者にチラシや啓発物資を配布して、自転車

の安全利用を呼び掛けた。

◆シートベルト全席着用キャンペーン ◆シートベルト全席着用キャンペーン

　６月１９日、旭警察署前において、警察・

関係団体と協力し、通行車両にチラシや啓

発物資を配布して、シートベルトの全席着

用を呼び掛けた。

　６月１９日、流山中央交番付近において、

警察・関係団体と協力し、通行車両にチラ

シや啓発物資を配布して、シートベルト全

席着用を呼び掛けた。
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推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば 平成３０年８月 （2）平成３０年８月（3）



ぶつかるよ　ながら運転　じこのもと

◆シートベルト全席着用キャンペーン ◆交通安全教室の開催

　６月２７日、道の駅「とみうら」前交差

点において、警察・関係団体と協力し、通

行車両にチラシや啓発物資を配布して、シ

ートベルトの全席着用を呼び掛けた。

　６月４日、木更津市立岩根小学校付近の

実際の信号交差点において、警察・関係団

体と協力し、同校児童に信号機の正しい見

方と道路の渡り方を指導した。

木
更
津

館
　
山

平成30年度　地域交通安全活動推進委員研修会日程

千葉運転免許センター
（二輪棟第一学科試験室）

千葉市美浜区浜田２－１
TEL　04３-２７１-８４８１

茂原市役所（１階 市民室）

茂原市道表１番地
TEL　04７５-２０-１５２０

流山運転免許センター
（短期講習室）

流山市前ヶ崎２１７
TEL　04７１-４１-０８０８

千葉運転免許センター
（二輪棟第一学科試験室）

千葉市美浜区浜田２－１
TEL　04３-２７１-８４８１

木更津市民会館（中ホール）

木更津市貝渕2-１３－４０
TEL　04３８-２２-４１８４

平岡自然の家(研修室）

印西市平岡１５５４
TEL　04７６-４２-１００８

匝瑳市民ふれあいセンター
（２階 会議室）

匝瑳市八日市場ハ７９３－３５
TEL　04７９－７３-０７５３

2

3

１０月２日(火)

１４：００～１６：００
茂原・いすみ・勝浦・市原

1

鎌ヶ谷・松戸・松戸東
野田・柏・流山・我孫子

１０月１６日(火)

１４：００～１６：００

日　　　時

7

１１月１日(木)

１４：００～１６：００

佐倉・四街道・成田
空港・印西・香取

１１月６日(火)

１４：００～１６：００
銚子・旭・匝瑳・山武・東金

会　　　　　　場 対　　象　　者

９月１２日(水)

１４：３０～１６：３０

千葉中央・千葉東・千葉西
千葉南・千葉北

6

１０月２４日(水)

１４：３０～１６：３０

船橋・習志野・八千代
船橋東･市川･行徳・浦安

１０月２５日(木)

１４：００～１６：００

木更津・君津・富津
館山・鴨川

4

5

◆シートベルト全席着用キャンペーン ◆交通相談活動（ガードレールの設置）

いのちより　スマホの方が　大事なの？

　６月８日、芝山団地入口交差点において、

警察・関係団体と協力し、通行車両にチラ

シや啓発物資を配布して、シートベルトの

全席着用を呼び掛けた。

　緑区大和田付近交差点に、常時大型車両

が駐車して危険であるとの住民からの相談

を受け、関係機関に働き掛けたところ、ガ

ードレールの設置がなされた。

◆シートベルト全席着用キャンペーン ◆自転車安全利用キャンペーン

　６月７日、西友新浜店付近において、警

察・関係団体と協力し、通行車両にチラシ

や啓発物資を配布して、シートベルトの全

席着用を呼び掛けた。

　６月２２日、市川市大洲防災公園におい

て、警察・関係団体と協力し、自転車利用

者にチラシや啓発物資を配布して、自転車

の安全利用を呼び掛けた。

◆シートベルト全席着用キャンペーン ◆シートベルト全席着用キャンペーン

　６月１９日、旭警察署前において、警察・

関係団体と協力し、通行車両にチラシや啓

発物資を配布して、シートベルトの全席着

用を呼び掛けた。

　６月１９日、流山中央交番付近において、

警察・関係団体と協力し、通行車両にチラ

シや啓発物資を配布して、シートベルト全

席着用を呼び掛けた。

千
葉
南

船
　
橋

市
　
川

行
　
徳

流
　
山

　
旭

推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば 平成３０年８月 （2）平成３０年８月（3）



7
8

14

7 7

9

55

7

5
6

0

2

6

8

10

12

16

14

4

10

ヘッドホン　はずして聴こえる　街の音

６ 月 末 現 在 の 交 通 事 故 発 生 状 況

（平成３０年６月末）

発 生 件 数 8,305 －349

死   者   数 91(90) +18(+17)

－678

◆ 死者数の多い都道府県

順　位 区　分 死者数

 ※　死者数欄の（　 ）内は発生件数を示す。

負 傷 者 数 10,020

前年比

◆ 県内の交通事故発生状況

区　　　分 総　　数 前  年  比

２ 千 葉 ９１ ＋１８

１ 愛　知 ９５ ＋　３

＋　４

３ 埼　玉 ８９ ＋　７

４ 神奈川 ７１

７ 福　岡

６８ －　４

－　９

６ 大　阪 ６７ ＋　２

５ 兵　庫

茨　城 ６１

　○全国の死者数　1,603人

　　　（前年比　－72人、－4．3％）

６１

９

９ 東　京

６５ ＋　３

６２ ＋　４

－　５

８ 北海道

ゼブラ･ストップの徹底を!ゼブラ･ストップの徹底を!
横断する歩行者がいたら・・・必ずストップ横断する歩行者がいたら・・・必ずストップ

一杯で　消える未来と　消せぬ罪

　７月１９日、成田山参道商店街において、警察・関係団体と協力し、飲食店へチラシや啓発物資を

配布して、飲酒運転追放への協力を呼び掛けた。

【成田地域交通安全活動推進委員の活動報告】

◆　死亡事故の特徴

１　事故類型別発生状況

○　　事故類型別では、車両対歩行者が26件（28.9%）、車両

相互が49件（54.4%）、車両単独が13件（14.4%）、踏切が2

件（2.2%）となっている。

　　　(車両相互には、自転車関連事故21件が含まれる。）

２　昼夜間別発生状況

○　　昼夜別では、昼間が49件（54.4%）、夜間が41件（45.6%）

で、昼間の発生が多い。

○　　昼間の類型別では、車両相互が34件（69.4%）､車両対

歩行者が9件(18.4%)、車両単独が6件（12.2%）となってお

り、夜間の類型別では、車両対歩行者が17件(41.5%)車

両相互が15件（36.6%）、車両単独が7件（17.1%）、踏切が

2件(4.9%)となっている。

３　年齢層別死者数

○　　高齢者が52人(57.1%)と最も多く、次いで若者及び50歳

代がそれぞれ8人(8.8%)、40歳代が7人(7.7%)、25歳～29

歳、30歳代及び60歳～64歳がそれぞれ5人(5.5%)、子供

が1人（1.1%)となっている。

４　状態別死者数

○　　歩行中死者が28人（30.8%）と最も多く、次いで自転車乗

車者中死者が22人（24.2%）、四輪乗車中死者が21人

（23.１%）、二輪乗車中死者が20人（22.0%）となっている。

　　　 なお、歩行中死者のうち高齢者は21人(75.0%）である。

○　　四輪乗車中死者のうち、シートベルト非着用者は13人で

ある。

５　法令違反別発生状況

○　　安全不確認が28件(31.1%)と最も多く、次いで前方不注

意が27件(30.0%）、次いで運転操作不適が13件(14.4%)、

動静不注視が8件(8.9%)、信号無視が7件(7.8%)、通行区

分、歩行者妨害及び一時不停止がそれぞれ2件(2.2%)、

その他1件(1.1%)となっている。

６　時間別死亡事故発生状況

「 前　  方」　前 方をよく見て運転、横断歩道に十分注意
「 ブ レーキ」   横断歩道の手前では、「 ブ レーキ」操作で安全確認
「 ラ  イ  ト」　横断歩道でも３（サン）・「 ラ イト」で交通事故防止

推　進　委　員　ち　ば推　進　委　員　ち　ば 平成３０年８月 （4）平成３０年８月（1）

Vol.３２７
 2018. 8. 千葉県交通安全活動推進センター


